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４月の社協だより

　今月号の表紙は「福祉団体親善スポーツ

大会」です。総合体育館のメインアリーナで

１１６名の方がハツラツとプレーされました。

　他にも当協議会が行った事業で「地域づくり

セミナー」や「福祉座談会」を紹介しています。

　また、社協情報には４月の相談日やお知ら

せ等をご紹介しています。
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福祉団体親善スポーツ大会／地域福祉課

地域づくりセミナー／地域福祉課

高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

地域サロン／地域福祉課

福祉座談会／在宅福祉課

地域福祉権利擁護事業／在宅福祉課

認知症事業／地域福祉課

高齢者相談・地域福祉委員／地域福祉課

社協情報／もの忘れ相談室、ひきこもり相談窓口　など

地域サロン／下町、馬水南、宮園、谷川

地域を支えるふくしの輪／福祉サービス苦情解決第三者委員
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今日は良い汗をかいて今日は良い汗をかいて
福祉団体同士の親睦を福祉団体同士の親睦を
深めることができました深めることができました
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社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり



　
２
月
６
日
（
火
）
町
総
合
体
育
館
で
開
催
し
、

当
日
は
11
福
祉
団
体
か
ら
１
１
６
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
を
推
進
し
、
各
福
祉
団
体
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
競
技
は
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

始
球
式
で
は
、
西
村
会
長
が
最
高
得
点
の
５
点

を
出
す
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
６
つ

の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
予
選
を
行
い
、
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
上
位
１
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
に
は
表
彰

式
で
メ
ダ
ル
を
授
与
し
、
個
人
賞
の
表
彰
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー

ル
を
打
ち
、
的
で
あ
る
ボ
ー
ド
の
穴
に
ボ
ー
ル

を
入
れ
て
得
点
を
競
う
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
当

協
議
会
で
は
、
地
域
サ
ロ
ン
や
各
種
団
体
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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福
祉
団
体
11
団
体
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た

皆さんで最後は「１・２・３・ダーッ」で元気よく閉会しました

２４チームが６コートに分かれて競技しました

好プレーも珍プレーも盛りだくさん

西村会長による始球式では最高得点が出ました

 
福
祉
団
体
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
域
福
祉
課

皆さんの視線がボールに 良いコースに打てました 表彰式でメダルを授与しました



会員紹介
～タスキ～

３

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

地
域
福
祉
課

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
若
い
頃
か

ら
の
趣
味
で
、
仕
事
で
も
あ
っ
た
農
作

業
は
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
健
康

維
持
に
役
立
つ
と
考
え
、
会
員
登
録
し

ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　
地
元
の
農
家
さ
ん
の
依
頼
で
農
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
は
季
節
の
変

化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
生

活
に
リ
ズ
ム
と
活
力
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。
農
作
業
を
す
る
こ
と
で
心
が

落
ち
着
き
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
現
場
で
の
若

い
世
代
の
人
と
の
会
話
が
楽
し
く
新
し

い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

趣
味

　
農
作
業
が
好
き
で
す
。
栗
の
木
や
柿

の
木
を
植
え
て
お
り
、
収
穫
し
た
物
を

知
人
に
お
す
そ
分
け
し
て
い
ま
す
。
皆

が
喜
ぶ
姿
が
嬉
し
く
て
長
く
続
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
今
後
も
長
く
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
体

を
動
か
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「やねだん」に学べ！
No.44

河
北
ツ
ユ
子
さ
ん

所
属
／
フ
リ
ー
班

野菜の詰め込み作業

　
２
月
11
日
（
日
）
80
名
が
参
加
し
、

益
城
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
や
ね

だ
ん
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
鹿
児
島
県

鹿
屋
市
串
良
町
柳
谷
自
治
公
民
館
長
の

豊
重
哲
郎
氏
よ
り
、
地
域
住
民
を
対
象

に
「
地
域
再
生
＆
創
生
」
行
政
に
頼
ら

な
い
感
動
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
落
で
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
焼
酎
販
売
で
自
主
財
源
を
つ
く

り
限
界
集
落
の
再
生
な
ど
一
緒
に
汗
を

流
し
住
民
一
体
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
。

そ
こ
に
は
、
若
人
世
代
の
力
を
存
分
に

引
き
出
す
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、

私
達
大
人
の
責
任
で
あ
る
と
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
福
祉
塾
生
が
考
え
た
お
出
か
け
支
援
・

読
み
語
り
部
・
家
庭
菜
園
・
健
康
麻
雀

な
ど
住
民
主
体
の
「
互
助
」
の
活
動
報

告
も
行
い
ま
し
た
。
塾
生
の
課
題
に
担

い
手
不
足
と
あ
り
、
豊
重
氏
よ
り
子
ど

も
が
活
動
を
始
め
た
ら
、そ
こ
か
ら
テ
ー

マ
が
広
が
る
。
諦
め
な
い
！
や
れ
な
い

こ
と
は
な
い
！
と
参
加
者
へ
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
ま
し
た
。

参加者１人ひとりに語りかけるように話されました

益田さん、井上さん、森田さんから活動発表を行っていただきました



　
馬
水
北
ま
ご
こ
ろ
サ
ロ
ン
が
１
月
で

サ
ロ
ン
開
催
通
算
１
０
０
回
を
迎
え
、

２
月
17
日（
土
）に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
12
月
か
ら
サ
ロ
ン
を
開
催
さ

れ
、
当
初
は
２
か
月
に
１
回
の
開
催
で

し
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
毎
月
１

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
水

団
地
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
馬
水
団

地
集
会
所
と
馬
水
公
民
館
で
交
互
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
代
表
し
て
区
長
の
岩
下
孝

道
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
そ
の
後

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
岩
下
区
長
は
「
こ
の
日
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
や
協

力
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
次
は

２
０
０
回
を
目
指
し
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

【
開
催
日
】

偶
数
月
　
日
時
／
第
３
土
曜
日
10
時

　
　
　
　
場
所
／
馬
水
公
民
館

奇
数
月
　
日
時
／
第
３
木
曜
日
10
時

　
　
　
　
場
所
／
馬
水
団
地
集
会
所

　
馬
水
北
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
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地 域 サ ロ ン
地域福祉課

地
域
サ
ロ
ン
１
０
０
回
開
催
に
感
謝

サロンを楽しみにされている馬水団地参加者の皆さん

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

助
成
金
申
請
及
び
報
告
説
明
会
を
行
い
ま
し
た

各テーブルでサロンの運営や計画について意見交換をしました

　
３
月
１
日
（
金
）
に
は
ぴ
ね
す
で
開

催
し
、
各
サ
ロ
ン
の
関
係
者
84
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
は
、
新

し
く
代
表
に
な
ら
れ
る
方
等
に
、
地
域

サ
ロ
ン
助
成
金
の
申
請
や
報
告
書
等
の

手
続
き
方
法
を
説
明
し
、
４
月
か
ら
の

サ
ロ
ン
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
砥
川
・
コ
ス
モ
ス
会
代

表
の
岩
永
純
二
さ
ん
に
「
サ
ロ
ン
の
活

性
化
～
地
区
か
ら
の
情
報
発
信
～
」
と

題
し
て
、
サ
ロ
ン
活
動
か
ら
公
民
館
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
等
を

作
っ
た
り
、
子
ど
も
の
一
人
一
鉢
運
動

と
共
催
し
て
花
植
え
を
行
っ
た
り
、
子

育
て
世
代
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
サ
ロ
ン
活
動
と
子

ど
も
会
活
動
、
公
民
館
活
動
の
融
合
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
子
ど
も
さ
ん
達
と
の

日
程
調
整
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
に
は

「
春
休
み
や
夏
休
み
を
利
用
し
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩永純二さんに活動発表をしていただきました

元気でにぎやかな馬水公民館参加者の皆さん



赤
井
（
２
月
29
日
開
催
）

　
赤
井
も
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
が

ほ
と
ん
ど
で
、
隣
近
所
は
お
互
い
に
知
っ

た
者
同
士
。
日
常
的
な
交
流
の
中
で
お

互
い
に
見
守
り
や
支
え
合
い
の
関
係
性

が
で
き
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
来
年
度
も
継
続
し
て
、
行
政
区
ご
と

の
福
祉
座
談
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

５

福
祉
座
談
会

在
宅
福
祉
課

2024/4社協だより

行政区別福祉座談
会開催しています

　
２
月
は
、
安
永
１
町
内
、
下
寺
中
灰

塚
、赤
井
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

安
永
１
町
内
（
２
月
８
日
開
催
）

　
安
永
１
町
内
に
は
ア
パ
ー
ト
が
多
く

建
っ
て
い
て
、
ア
パ
ー
ト
に
住
む
方
と

の
関
係
性
作
り
や
災
害
発
生
時
の
安
否

確
認
等
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
よ
い
か

が
課
題
と
の
こ
と
で
し
た
。

下
寺
中
灰
塚
（
２
月
22
日
開
催
）

　
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
が
多
い
地

域
。
週
１
回
、
公
民
館
で
の
体
操
の
際

に
は
、
お
互
い
に
近
況
報
告
や
情
報
交

換
等
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

赤井地区福祉座談会

安永１町内地区福祉座談会

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

在
宅
福
祉
課

暮らしの安心をお手
伝いします

　
ご
不
明
な
点
や
お
尋
ね
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

在
宅
福
祉
課

　
　

☎　

０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

下寺中灰塚地区福祉座談会

　判断能力が不十分な方の権利を
守り、自立した地域生活が送れる
ように福祉サービスの利用援助を
行います。

利用の対象となる方
　認知症高齢者、知的障害者、精
神障害者などで、判断能力が不十
分な方が対象です。

サービス内容
・福祉サービス利用のお手伝い
・日常的なお金の出し入れのお手伝い
・大切な書類などのお預かり
・定期的な見守り

家賃や公共料金の
支払いが心配

最近物忘れが多く
て通帳や印鑑をど
こにしまったか忘
れてしまう

福祉サービスを使
いたいけど、どう
すればよいか分か
らない

色々な書類が来る
けど、どう手続き
してよいか分から
ない

このような困りごとはありませんか？
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認 知 症 事 業
地域福祉課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
ま
し
た

勤務時間に合わせて２回に分けて開催しました

仕事の後でしたが皆さん真剣に話を聞かれました

　
２
月
13
日
（
火
）
に
益
城
町
古
閑
に

あ
る
「
生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
」
様

か
ら
の
依
頼
で
企
業
向
け
の
養
成
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

　
日
頃
の
店
舗
や
配
送
先
で
の
業
務
、

電
話
応
対
な
ど
、
様
々
な
人
と
関
わ
る

機
会
が
多
く
、
そ
の
中
で
認
知
症
の
方

に
対
し
て
も
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
と
毎
年
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
講
率
は
全
従
業
員
の
約
８

割
と
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
回
の
養
成
講
座
で
19
名
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
」

　
希
望
さ
れ
る
団
体
、
企
業
な
ど
を
対

象
に
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
60
分
か
ら
90
分
程
度
で
す
。
５

名
以
上
の
参
加
者
が
い
れ
ば
訪
問
し
て

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
修
了
後
は
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の
５
人
に

１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
皆
で
認

知
症
の
方
を
支
え
る
社
会
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

高齢者相談・地域福祉委員
地域福祉課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

東部圏域（木山・福田・津森校区）

西部圏域（飯野・広安西・広安校区）

　
３
月
７
日
（
木
）
に
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
今
年
度
４
回
目
の
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
益
城
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
業
務
内

容
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
訪

問
活
動
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
時
は
、
抱
え
込
ま
ず
関
係

機
関
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
、

皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
相
談
が
あ
っ
た
事
例
内

容
に
う
な
ず
か
れ
た
り
、
メ
モ
を
取
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
研
修
後
は
、
東
部
圏
域
と
西
部
圏
域

に
分
か
れ
て
、
講
師
を
交
え
て
の
質
疑

応
答
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
見
守
り
活
動
時
の
で
き

ご
と
や
見
守
り
方
法
に
つ
い
て
積
極
的

な
意
見
が
出
ま
し
た
。
研
修
を
終
え
、

令
和
６
年
度
か
ら
も
見
守
り
活
動
を
が

ん
ば
ろ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

西部包括の吉住さん

東部包括の鶴上さん
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
４
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
ひ
き
こ
も
り
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
対
人

交
流
や
社
会
的
な
参
加
の
場
が
、
長
期
に
わ
た

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

り
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
長

く
続
く
と
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
し
に

く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
包
括
的
に

受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
困
り
ご
と
の

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ

る
方
は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

日　程 専門相談員 相談員

４月３日（水） 松尾英美
（司法書士）

石田　稔
（民生児童委員）

４月１０日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

滝川朋子
（人権擁護委員）

本山　齊
（民生児童委員）

４月１７日（水） 松尾英美
（司法書士））

森田俊彦
（人権擁護委員）

飯干暢子
（民生児童委員）

４月２４日（水） 松尾　一
（行政書士）

冨田セツコ
（消費者地域相談員）

中路順子
（民生児童委員）

５月１日（水） 松尾　一
（行政書士）

正代晴美
（民生児童委員）



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。
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〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／きやま座／日時／毎月第２水曜日 １０時

福祉サービス苦情解決第三者委員

～つながる地域・住みよいまち～

下町　健康清正公会 馬水南　結いの会

宮園　きずなサロン 谷川　わくわくサロン

場所／宮園公民館／日時／毎月第２火曜日 １０時

No.313

2024/4社協だより

地域サ ン

◀

場所／谷川公民館／日時／毎月第３木曜日 １３時３０分

　福祉サービス苦情解決第三者委員は、福祉サービスの苦情
解決制度において、客観的な第三者の視点を取り入れるとと
もに、潜在化して表面に表れてこない利用者の声を吸い上げ
る役割を期待されるなど、苦情解決制度の要となる存在です。
　当協議会は３名に委員を委嘱しており、２月１日（木）に
研修ならびに苦情報告等を行いました。委員からは様々な意
見やアドバイスなどをいただき、有意義な研修会となりまし
た。

２０２4年

４月

場所／馬水南公民館／日時／毎月１５日 １０時

情報の共有と意見交換を行いました

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


